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１．はじめに 
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表１ 臨界温度および臨界圧力 6) 
 
物質 TC [K] PC [MPa] 
二酸化炭素 304.12  7.374 
水 647.14 22.064 
メタン 190.56  4.599 
エタン 305.32  4.872 
プロパン 369.83  4.248 
メタノール 512.64  8.097 










図２ 二酸化炭素の圧力と密度の関係 7) 
 
図３ 超臨界二酸化炭素に対するナフタレンの溶解度 8) 
 





図６ 超臨界二酸化炭素中でエタノールと相互作用するパルミチン酸の濃度（20.0 MPa, 308.2 K）13) 
   ■ パルミチン酸モノマ ,ー   ● パルミチン酸ダイマ ,ー  
□ エタノール分子１個と相互作用しているパルミチン酸モノマ  ー
△ エタノール分子２個と相互作用しているパルミチン酸モノマ  ー
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